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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2011-90374(P2011-90374A)
【公開日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-018
【出願番号】特願2009-241233(P2009-241233)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   3/00    ２００　
   Ｈ０４Ｎ   1/387   　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象画像に対して画像処理を行う画像処理装置であって、
　前記対象画像を近似する楕円を算出する楕円算出手段と、
　前記対象画像の中心候補を決定する中心候補決定手段と、
　前記楕円および前記中心候補に関連した第１多角形を算出する多角形算出手段と、
　前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円に関連する第２多角形へ前記第１多
角形を射影変換する射影変換行列を算出する射影変換行列算出手段と、
　前記対象画像を前記射影変換行列に基づき射影変換して、変換画像を取得する変換画像
取得手段と、
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像処理装置において、
　前記射影変換行列算出手段が、前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円が内
接または外接する第２多角形へ前記第１多角形を射影変換する射影変換行列を算出するこ
とを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記射影変換行列算出手段における前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円
は真円であることを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記多角形算出手段が、
　前記中心候補を通る直線と前記楕円との交点を接点とする前記第１多角形を算出するこ
とを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の画像処理装置において、
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　前記多角形算出手段が、
　前記中心候補を通る直線を前記楕円の長軸に平行な直線から求めることを特徴とする画
像処理装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の画像処理装置において、
　前記多角形算出手段が、
　前記対象画像を取り囲む画像枠のいずれかの辺に平行な直線と前記楕円とが接する点を
前記接点とすることを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記多角形算出手段が、前記楕円および前記中心候補に関連した四角形を算出し、
　前記射影変換行列算出手段が、前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円に関
連する正方形へ前記四角形を射影変換する射影変換行列を算出することを特徴とする画像
処理装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記中心候補決定手段が、
　前記対象画像の中から前記中心候補を含む中心候補画像を抽出し、
　抽出した前記中心候補画像を楕円近似した楕円の長軸と短軸との交点から前記中心候補
を決定することを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記対象画像が花画像であって、
　前記楕円算出手段が、前記花画像を近似する前記楕円を算出し、
　前記中心候補決定手段が、前記花画像の花芯部分から前記花画像の前記中心候補を決定
することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記対象画像を含む画像を取得する画像取得手段を更に備えたことを特徴とする画像処
理装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の画像処理装置において、
　前記取得された画像から、前記対象画像を抽出する対象画像抽出手段を更に備えたこと
を特徴とする画像処理装置。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記変換画像に基づき、前記対象画像を特定する情報を検索する検索手段を更に備えた
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の画像処理装置において、
　前記検索手段が、
　前記変換画像より画像の特徴量を抽出し、
　前記特徴量に基づき、前記対象画像を特定する情報を検索することを特徴とする画像処
理装置。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記第２多角形が正多角形であることを特徴とする画像処理装置。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか１項に記載の画像処理装置において、
　前記対象画像を記憶する記憶手段を更に備えたことを特徴とする画像処理装置。
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【請求項１６】
　対象画像に対して画像処理を行う画像処理装置の画像処理方法であって、
　前記画像処理装置が、前記対象画像を近似する楕円を算出する楕円算出ステップと、
　前記画像処理装置が、前記画像処理後における前記対象画像の中心候補を決定する中心
候補決定ステップと、
　前記画像処理装置が、前記楕円および前記中心候補に関連した第１多角形を算出する多
角形算出ステップと、
　前記画像処理装置が、前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円に関連する第
２多角形へ前記第１多角形を射影変換する射影変換行列を算出する射影変換行列算出ステ
ップと、
　前記画像処理装置が、前記対象画像を前記射影変換行列に基づき射影変換して、変換画
像を取得する変換画像取得ステップと、
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、
　画像処理の対象画像を近似する楕円を算出する楕円算出手段、
　前記画像処理後における前記対象画像の中心候補を決定する中心候補決定手段、
　前記楕円および前記中心候補に関連した第１多角形を算出する多角形算出手段、
　前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円に関連する第２多角形へ前記第１多
角形を射影変換する射影変換行列を算出する射影変換行列算出手段、および、
　前記対象画像を前記射影変換行列に基づき射影変換して、変換画像を取得する変換画像
取得手段として機能させることを特徴とする画像処理プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、対象画像に対して画像処理を行
う画像処理装置であって、前記対象画像を近似する楕円を算出する楕円算出手段と、前記
対象画像の中心候補を決定する中心候補決定手段と、前記楕円および前記中心候補に関連
した第１多角形を算出する多角形算出手段と、前記中心候補が射影変換される点を中心と
する楕円に関連する第２多角形へ前記第１多角形を射影変換する射影変換行列を算出する
射影変換行列算出手段と、前記対象画像を前記射影変換行列に基づき射影変換して、変換
画像を取得する変換画像取得手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１から１３のいずれか１項に記載の画像処理装置に
おいて、前記第２多角形が正多角形であることを特徴とする。請求項１５に記載の発明は
、請求項１から１４のいずれか１項に記載の画像処理装置において、前記対象画像を記憶
する記憶手段を更に備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２１】
　請求項１６に記載の発明は、対象画像に対して画像処理を行う画像処理装置の画像処理
方法であって、前記画像処理装置が、前記対象画像を近似する楕円を算出する楕円算出ス
テップと、前記画像処理装置が、前記画像処理後における前記対象画像の中心候補を決定
する中心候補決定ステップと、前記画像処理装置が、前記楕円および前記中心候補に関連
した第１多角形を算出する多角形算出ステップと、前記画像処理装置が、前記中心候補が
射影変換される点を中心とする楕円に関連する第２多角形へ前記第１多角形を射影変換す
る射影変換行列を算出する射影変換行列算出ステップと、前記画像処理装置が、前記対象
画像を前記射影変換行列に基づき射影変換して、変換画像を取得する変換画像取得ステッ
プと、を有することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項１７に記載の発明は、コンピュータを、画像処理の対象画像を近似する楕円を算
出する楕円算出手段、前記画像処理後における前記対象画像の中心候補を決定する中心候
補決定手段、前記楕円および前記中心候補に関連した第１多角形を算出する多角形算出手
段、前記中心候補が射影変換される点を中心とする楕円に関連する第２多角形へ前記第１
多角形を射影変換する射影変換行列を算出する射影変換行列算出手段、および、前記対象
画像を前記射影変換行列に基づき射影変換して、変換画像を取得する変換画像取得手段と
して機能させることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】
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